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優秀演題選考セッション（研究発表部門） 

12月 19日（土）15:10～16:25 

O-E1-1 第 11回 NDBオープンデータに基づく精神科リハビリテーションの提供構造と公費関与の関連 

筆頭演者 中村 泰久 （日本福祉大学 健康科学部 リハビリテーション学科 作業療法学専攻） 

 

O-E1-2 感覚アプローチが精神科看護師の看護実践に与える影響 

筆頭演者 服部 朝代 （地方独立行政法人 岡山県精神科医療センター） 

 

O-E1-3 アウトリーチ支援における年層別リカバリー過程の検討：若年層と成人層の比較 

筆頭演者 中西 清晃 （国立精神・神経医療研究センター 所沢市保健センターアウトリーチ支援チーム） 

 

O-E1-4 統合失調症および気分障害を有する人々において、就労支援は認知機能低下と就労状況との関連を緩和

するか？ 

筆頭演者 佐田 あゆ美 （医療法人入澤会  枚方メンタルクリニック・大阪大学大学院 連合小児発達学研究科） 

 

O-E1-5 精神障害者グループホーム職員による高齢入居者への支援の実態と課題 

筆頭演者 田辺 有理子 （横浜市立大学 医学部 看護学科） 

 

優秀演題選考セッション（実践発表部門） 

12月 19日（土）16:10～17:25 

座長 稲富 宏之 （京都大学大学院 医学研究科 人間健康科学系専攻 脳機能リハビリテーション学分野） 

 

O-E2-1 不登校・ひきこもり経験者が担い手となり、安心の『居場所』から他者と関係を築く場へと促す『ふら

っと』のピアサポート実践 

筆頭演者 ヨン ロザリン （秋田大学大学院 医学系研究科・特定非営利活動法人 光希屋（家）） 

 

O-E2-2 リワークプログラムにおける「退職」の再解釈 ―復職希望から退職を選択した事例におけるリカバリ

―中心モデルの視点― 

演者 駿河 孝史 （社会医療法人智徳会 未来の風せいわ病院） 

 

O-E2-3 AIを用いたクライシスプランひな形作成実践例 

演者 田中 高秀 （広島大学大学院 博士課程） 

 

O-E2-4 リカバリーを研究するのは“誰”か？「リカバリーラボ」5年間の記録〜「当事者研究者」育成の試み〜 

筆頭演者 原田 雅也 （医療法人糸逢会 ともこころのクリニック） 

 

O-E2-5 ひきこもり状態にある方の働くことへの早期介入における「機会の設計」：支援付き短期アルバイトの

実践から 

筆頭演者 小野 彩香 （特定非営利活動法人 Switch） 


